京大広報 No. 469 by 京都大学広報委員会
Title京大広報 No. 469
Author(s)






























,tHt1 ・ ーー・ー ・・・ー…・・・…・・・・・・・・・・・・…・……・ ・・・・ 田・…802












































4.教育 ・研究環境の整備 5. キャンパス問題 6.大学院重点化 7.研究所 ・センタ一等の
在り方 8.独立研究科構想 9.京都大学の課題
E 教育活動
1 .目的 ・目標 2.学生の受入れ 3.教育課程 4.教育折導 5.教育成果
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皿学生生活
1 .厚生補導 2. 課外活動
N 研究活動
1.研究の在り方と目標 2.京都大学の研究活動の特色 3.京都大学における研究の将来計画
と理念 4.京都大学における研究組織 5 .・研究活動の現状 6.教育 ・研究支援体制
V 診療活動
1. 診療活動の在り方，目標 2.診療体制と将来言｜刷1 3.卒後臨床研修の現状と展望
VI.教員組織









1 .学術情報システムの概要 2.附属図書館の現状と課題 3.統合情報通信システム
(KUINS）の現状と課題 4. 学術情報システムの課題と展望
XI 国際交流
1.基本方針 2.組織 3 活動 4.桁舎等施設
盟社会との連携
1.概観 2.社会との連携の諸相 3.施設の公開 4. 公開講座ーなど 5 民間等との研究協








































































































































































































・r: 1&: 6 年度京都大学級n研修；古学研修（英.~If
初級コース）第 l日 （7月15日まで毎地l火・
金日企！日 総：40時1])
16円 』；〔都大学春秋講義 fl I説同社義 第 lfl （以後
の日程は， 23日， 30日， 6月6口， 13口）
18日 京都大学春秋必義水眼講義知 l円（以後
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平成6年京都大学文学部博物館 I 
~ 特別企画展の開催 ! 
i 本時間館では下記のとおり特別企画展「畑地展」を鵬いたしま日明 I 
~ 職員 ・学生は無料です （職員証又は学生証を忌示）。
i 記 l
！期 間 6月14日（火）ー 7月間 （土）
~ 開館時間 火曜日一土曜日 9 : 3い
休館） ｜ （入……で日月は
場 所 博物館企画 ・総合展示室（ 1 F ・ 2 F) 
I －展「廃鵬 展」 ｜ 展示内容I 酬は一良…削れてしましたが平安時…寝殿…日にそ I 
. の室内空間を間仕切る建J~ として四季絵や名所絵を描いた扉風が盛んに製作されたと考えら ~ 
! れます。いわば扉風は平安建都以来，日本の美意識を代表するものとして作り続けられて来 ~ 
｜ ました。そしてそのピークを迎えるのが桃山時代から江戸時代にかけてです。 ! 
~ この近世とし寸時代は公家，武家，社寺のみならず，商人， 町人，地方の素封家等が）Jを ~ i 持ってきた時代です。それぞれの立場を堅持するためにも，格式や精神性や権力等を象徴す ! 
~ るものとして扉風は無くてはならぬ重要なものでした。江戸時代の京都には扉風を専門に作 ! 
~ る界胤屋とよばれる家が何軒もあったほどです。しかし，現代の生活様式の変化から，日 ！ 
~ 頃，身の回りに界風を見るという機会はほとんどなくなってきました。 ~ 
~ 今回展示されている作品はいずれも初めて一般に公開されるもので，研究者にとりまして ！ 
i も一般の方々にとりましても意義深い内容を持ったものです。これを機会に近世の扉風絵の ! 




I Erヂ手：三語l I 
紙本金地着色南蛮図 6曲扉風 1 ！婁 （桃山時代）
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